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[ プ ロ ジ ェ ク ト 中 間 報 告 概 要 ]
プ ロ ジ ェ ク ト タ イ ト ル : 流 域 環 境 の 質 と 環 境 意 識 の 関 係 解 明
- 土 地 ・ 水 資 源 利 用 に 伴 う 環 境 変 化 を 契 機 と し て 一
5-2 IDEA プ ロ ジ ェ ク ト で は 、 流 域 環 境 へ の 仮 想 的 人 為 イ ン パ ク ト に 対 す る 環 境 の 応 答 を
予 測 し 、 そ の 環 境 変 化 に 対 す る 人 び と の 価 値 判 断 の 変 化 を 解 析 す る こ と に よ っ て 、 環 境 意
識 に 影 響 を 及 ぼ し て い る 環 境 の 質 を 推 定 す る 手 段 の 開 発 を 目 指 し て い る 。 プ ロ ジ ェ ク ト の
前 期 2 年 間 で は 、 森 林 一 河 川 ト 湖 沼 - 農 地 か ら な る 流 域 環 境 の 生 態 系 ・ 物 質 循 環 の シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン モ デ ル の 構 築 と 、 意 識 調 査 と し て の 流 域 環 境 へ の 関 心 事 調 査 の 実 施 を 主 な 項 目 と し
て 取 り 上 げ た 。
応 答 予 測 モ デ ル に つ い て は 、 森 林 か ら 湖 沼 に い た る 集 水 域 の 物 質 循 環 ・ 生 態 系 の 変 化 を
シ ミ ュ レ ー ト す る モ デ ル 群 と し て 、 以 下 を 選 定 し た 。
森 林 生 態 系 : P n E T - C N モ デ ル
河 川 I : 分 布 型 降 雨 流 出 モ デ ル 、 栄 養 塩 負 荷 原 単 位 モ デ ル
湖 沼 : 湖 水 流 動 モ デ ル 、 生 物 地 球 化 学 モ デ ル
こ れ ら の モ デ ル に 、 既 存 お よ び 、 フ ロ ジ ェ ク ト で 新 た に 取 得 し た デ ー タ を 入 力 し 、 シ ミ ュ
レ ー シ ョ ン 結 果 と 観 測 値 と の 比 較 を 行 っ た 。 P n E T - C N モ デ ル で は 、 水 文 過 程 に 関 す る 調 整
が 必 要 で あ る こ と が 分 か つ た が 、 環 境 変 化 を シ ミ ュ レ ー ト で き る こ と が 分 か つ た 。 森 林 伐
採 な ど の 直 接 的 な 人 為 イ ン パ ク ト だ け で は な く 、 酸 性 雨 や 温 暖 化 と い っ た 環 境 変 化 へ の 応
答 も 予 測 で き る こ と が 示 唆 さ れ た 。 本 フ ロ ジ ェ ク ト に お け る シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デ ル 開 発
に よ っ て 、 森 林 - 河 川 ト 湖 沼 生 態 系 に 対 す る 汎 用 的 な モ デ ル 群 を 提 案 で き る で あ ろ う 。
以 上 の こ と は 、 プ ロ ジ ェ ク ト の 前 期 2 年 間 で 応 答 予 測 モ デ ル の 基 本 形 を 確 立 す る と い う
研 究 計 画 に 沿 っ た 進 捗 状 況 で あ り 、 生 態 系 の 物 質 循 環 研 究 の 分 野 に も 貢 献 で き る と い う 点
で 期 待 以 上 の 成 果 と い え る 。
意 識 調 査 に 関 し て は 、 プ ロ ジ ェ ク ト の 後 半 で 予 定 し て い る シ ナ リ オ ア ン ケ ー ト で 採 用 す
る 環 境 へ の 仮 想 的 イ ン パ ク ト の 種 類 と 強 度 の 範 囲 を 決 め る た め の 関 心 事 調 査 を 実 施 し た 。
調 査 票 の 設 計 に 当 た っ て 、 追 試 可 能 な 手 順 を 考 案 し 、 汎 用 性 ・ 応 用 性 の あ る 手 法 と な る よ
う に 努 め た 。 環 境 の 利 用 や 機 能 へ の 関 心 度 の 回 答 結 果 か ら 、 環 境 の 直 ・ 間 接 利 用 や 機 能 と
い っ た カ テ ゴ リ ー ご と に 、 人 び と の 関 心 の 度 合 い が 類 似 し て 変 動 す る こ と が 示 さ れ た 。 こ
の こ と は 、 環 境 の 価 値 判 断 を 環 境 意 識 の 表 れ と と ら え て い る フ ロ ジ 、 エ ク ト の 概 念 的 枠 組 み
が 調 査 結 果 に よ っ て 支 持 さ れ た も の と い え る 。 シ ナ リ オ ア ン ケ ー ト に お け る 仮 想 的 イ ン パ
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境評価の関係に関する論文をまとめた(吉岡 2002)0 5-2 IDEAフロジェクトは、この成果を
もとに立案された。
【引用文献]
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3) 人 々 の 価 値 判 断 の 変 化 と 各 環 境 要 素 の 変 化 と の 対 応 関 係 を 解 析 す る 、
こ れ ら の 機 能 が 要 求 さ れ る 。
従 来 、 自 然 科 学 的 情 報 と 人 文 社 会 学 的 情 報 に は 、 表 現 方 法 や 精 度 に 大 き な 違 い が あ り 、
分 野 間 の 垣 根 を 越 え て 、 こ れ ら の 違 い を 柔 軟 に 吸 収 す る よ う な 仕 組 み は 皆 無 で 、あ っ た 。 本
研 究 プ ロ ジ ェ ク ト で は 、 ( 1 ) か ら (3) の 機 能 を 果 た す r l n t e r a c t i v e D e v i c e  b e t w e e n  
E n v i r o n r n e n t s  a n d  A r t i f a c t s  (IDEA)J を 開 発 す る 。 I D E A は、 ( 1 ) の 機 能 を 実 現 す る 応 答
予 測 モ デ ル と 流 域 環 境 に 関 す る 自 然 科 学 的 情 報 ・ 人 文 社 会 学 的 情 報 の デ ー タ ベ ー ス 、 (2) 、
(3) の 機 能 に 対 応 す る 意 識 調 査 の 実 施 と 解 析 を す る た め に 必 要 な 各 種 要 素 で 構 成 す る ( 図
2) 。
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図 2 プ ロ ジ ェ ク ト が 開 発 を 目 指 す 方 法 の 概 略 .
(2) 対 象 地 域
プ ロ ジ ェ ク ト が 対 象 と す る 地 域 は 、 北 海 道 北 部 に あ る 朱 鞠 内 湖 集 水 域 で あ る 。 上 流 域 の
大 半 は 、 北 海 道 大 学 の 雨 龍 研 究 林 で 占 め ら れ て お り 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デ 、ル で 、 使 用 す る
デ ー タ が 豊 富 に 蓄 積 さ れ て い る 。 ま た 、 施 設 も 整 っ て お り 、 野 外 調 査 が 実 施 し や す い こ と
か ら 、 対 象 地 域 と し て 選 定 し た 。 ま た 、 和 歌 山 ・ 奈 良 県 境 に 位 置 す る 森 林 集 水 域 も 調 査 対
象 と し た 。 こ こ で は 、 小 集 水 域 単 位 で 、伐 採 と 植 林 が 約 9 0 年 の サ イ ク ル で 、実 施 さ れ て い る 林
分 と 、 こ れ に 隣 接 す る 京 都 大 学 フ ィ ー ル ド 科 学 教 育 研 究 セ ン タ ー 和 歌 山 試 験 地 を 利 用 し て 、
森 林 伐 採 後 数 十 年 に わ た る 時 間 経 過 を 解 析 す る こ と に よ り 、 応 答 予 測 モ デ 、ル の 検 証 を 行 う
こ と に し た 。
社 会 調 査 は 、 こ の 朱 鞠 内 湖 集 水 域 環 境 に 関 す る 質 問 票 を 用 い て 実 施 す る が 、 調 査 対 象 者
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(4) 研 究 内 容
1) r土 地 ・ 水 資 源 利 用 の 変 化 に 対 す る 流 域 環 境 の 応 答 予 測 モ テ ソ レ 構 築 J
応 答 予 測 モ デ ル は 、 環 境 に 仮 想 的 イ ン パ ク ト を 与 え た と き に 生 じ る 環 境 変 化 を シ ミ ュ レ
ー ト す る も の で 、 環 境 の 物 理 ・ 化 学 ・ 生 物 的 要 素 の 定 量 的 変 化 を 予 測 で き る も の と し て 構
築 す る 。 仮 想 的 イ ン パ ク ト と し て 、 流 域 環 境 に お け る 土 地 ・ 水 資 源 利 用 の 変 化 を 与 え 、 環
境 変 化 を 予 測 し て シ ナ リ オ を 作 成 す る た め に こ の モ デ ル が 利 用 さ れ る 。
応 答 予 測 モ デ ル は 、 い く つ か の サ ブ モ デ ル (PnET-CN モ デ ル 、 河 道 モ デ ル 、 湖 水 流 動 モ
デ ル 、 湖 沼 循 環 モ デ ル な ど ) で 構 成 さ れ る ( 図 3) 。
応 答 予 測 モ デ J レ の 構 成
海 林 撮 場 の 応 答 予 測
図 3 応 答 予 測 モ デ ル
1 . 森 林 の 炭 素 ・ 窒 素 循 環 モ デ ル
PnET モ デ ル を 森 林 ・ 土 壌 系 に お け る 物 質 循 環 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デ ル と し て 採 用 す る 。
森 林 伐 採 や 酸 性 雨 な ど の 影 響 を シ ミ ュ レ ー ト で き る モ デ ル で あ る 。 た だ し 、 北 米 の 森 林 を
対 象 と し て 作 成 さ れ た モ デ ル で あ る の で 、 改 良 が 必 要 で あ る 。
2. 降 雨 流 出 モ デ ル
森 林 か ら 供 給 さ れ る 渓 流 ・ 河 川 水 の 量 と 質 を シ ミ ュ レ ー ト す る に は 、 各 小 集 水 域 か ら の
流 出 を モ デ ル 化 す る 必 要 が あ る 。 河 川 の 任 意 の 地 点 、 任 意 の 時 刻 に お け る 流 速 ・ 水 位 を シ
ミ ュ レ ー ト で き る 分 布 型 の 降 雨 流 出 モ デ ル を 構 築 す る 。
3. 農 地 か ら の 負 荷 モ デ ル
集 水 域 内 に あ る 農 耕 ・ 酪 農 地 か ら は 、 肥 料 や 畜 産 廃 棄 物 由 来 の 養 分 が 水 系 に 供 給 さ れ る 。
そ の 量 に 関 し て は 、 原 単 位 法 と 現 場 観 測 に よ っ て 求 め 、 流 入 負 荷 を モ デ ル 化 す る 。
4. 湖 水 流 動 モ デ ル
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2. 意 識 調 査
意 識 調 査 は 、 ア ン ケ ー ト と 面 接 イ ン タ ビ ュ ー 調 査 に よ っ て 行 う 。
2- 1 . 朱 鞠 内 湖 周 辺 住 民 へ の イ ン タ ビ ュ ー 調 査
住 民 か ら み た 社 会 的 ・ 環 境 的 状 況 を 把 握 す る た め に 、 朱 鞠 内 湖 集 水 域 周 辺 で イ ン タ ビ ュ
ー 調 査 を 実 施 す る 。 住 民 か ら 得 ら れ た 会 話 の 内 容 は 、 評 価 グ リ ッ ド 法 等 の 手 法 に よ っ て 解
析 す る 。 解 析 結 果 は 、 シ ナ リ オ ア ン ケ ー ト の 設 計 に 有 益 で あ る ば か り で な く 、 IDEA の 概 念
的 枠 組 み の 適 否 を 検 証 す る 上 で も 有 効 で あ る と 考 え ら れ る 。
2-2. 森 林 ・ 農 地 ・ 水 域 に 関 す る 関 心 事 調 査
集 水 域 環 境 に 対 す る 人 々 の 関 心 事 は 、 面 接 調 査 や ア ン ケ ー ト 調 査 に よ っ て 抽 出 す る 。 調
査 票 の 設 計 に は 十 分 な 検 討 を 加 え 、 流 域 以 外 の 環 境 や 当 事 者 を 相 手 に し た 調 査 を 実 施 す る
際 に も 応 用 で き る よ う 、 一 般 性 の あ る 設 計 手 法 を 考 案 す る 。 関 心 事 調 査 の 解 析 結 果 を も と
に 、 シ ナ リ オ ア ン ケ ー ト で 採 用 す る 仮 想 イ ン パ ク ト の 種 類 と 規 模 を 設 定 す る 。 ま た 、 環 境
へ の 関 心 や 行 動 に 、 環 境 の 価 値 や 機 能 が 影 響 を お よ ぼ し て い る と い う モ デ ル の 検 証 も 行 う 。
2-3. シ ナ リ オ ア ン ケ ー ト 調 査
人 々 の 環 境 意 識 と 環 境 変 化 の 関 係 は 、 応 答 予 測 モ デ ル を 用 い た 環 境 改 変 シ ナ リ オ に 関 す
る ア ン ケ ー ト へ の 回 答 を も と に 解 析 す る 。
プ ロ ジ ェ ク ト の 計 画 時 に は 、 仮 想 評 価 法 (CVM) や コ ン ジ ョ イ ン ト 法 と い っ た 環 境 経 済 学
の 調 査 手 法 を 用 い る こ と を 考 え て い た 。 し か し な が ら 、 フ ィ ー ジ ヴ ィ リ テ ィ ー 研 究 (FS)
の 段 階 で 、 必 ず し も 環 境 の 経 済 的 評 価 は 必 要 が な い こ と が 明 ら か と な っ た 。 そ こ で 、 本 研
究 で は 、 環 境 の 経 済 評 価 も 含 め た よ り 広 い 範 囲 の 方 法 に 基 づ く シ ナ リ オ ア ン ケ ー ト を 実 施
す る こ と に し た 。
シ ナ リ オ ア ン ケ ー ト の 結 果 か ら 推 定 さ れ た 人 々 の 環 境 意 識 と 環 境 質 と の 関 係 は 、 両 者 の
問 の 関 係 が 直 接 的 な も の な の か ど う か を 確 か め る た め に 、 新 た な ア ン ケ ー ト に フ ィ ー ド バ
ッ ク す る ( 図 2) 。 ア ン ケ ー ト は 、 調 査 対 象 の 集 水 域 周 辺 の 住 民 だ け で は な く 、 集 水 域 に 関
係 を 持 た な い 住 民 に も 実 施 し 、 環 境 意 識 と 環 境 質 の 関 係 に つ い て よ り 一 般 的 な 特 徴 を 解 明
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PR 33 
I 6年度 8，8< 
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'草 計 436，4由 70，01 95，85 112，741 50，6目的 31 1師，951
位備備品明綱引回万円以上のもの)
単位千円
年度 備品名 金額 保管喝所
15 プレハブ冷車重 2，714 北大轟縛圃ステーション北管理師
15 河川・3同システム り岨 北大雨健研究梓
16 自動鐸水密 1，767 京大和敬山研究緯
16 冷却高速円心分雌審 1，6師 京大フィールド教育研究センター
16 ヲロロフィル分析針 2，制6 山形文理牢郁
16 雪上車 10，419 北大雨掴研究梓
16 オートアナライザー 15，975 北大轟縛圃ステーション北管理師
16 気象楓調書量置 1，回3 北大雨情研究綜
16 全有・l!l!棄針 2，1“ 山量多大理学歯車
16 小型メモリー涜遣計 2，679 山形文理学飾











































された(柴田:F igure 3)。また、大気窒素沈着量の増加と CO2濃度上昇が相殺効果を持っ
ているというシミュレーション結果も得られた(柴田 :F igure 5)。和歌山・奈良県の森林
におけるシミュレーションの結果では、森林バイオマスが増大後、定常状態になること、








































































































を 加 え た 。 シ ス テ ム 制 御 工 学 を 応 用 し た 環 境 教 育 ・ 学 習 理 論 の 開 発 の 観 点 か ら も 、 本 プ ロ
ジ ェ ク ト の 概 念 的 枠 組 み を 明 確 に す る こ と を め ざ し て い る 。
(2) 当 初 計 画 か ら 変 更 さ れ た 点
森 林 の 物 質 循 環 モ デ ル に 関 し て 、 PnET-BGC モ デ ル を 適 用 す る 予 定 で あ っ た が 、 イ ン タ ー
フ ェ イ ス が よ り 完 成 し て い る PnET-CN モ デ ル を 先 行 し て 利 用 し て 適 合 度 を 判 定 す る 作 業 を
始 め る こ と と し た 。 PnET-CN モ デ ル は 、 今 後 も チ ュ ー ニ ン グ 作 業 を 続 け る と と も に 、 PnET-BGC
の 適 用 も 考 慮 す る 。 PC 駆 動 の 変 換 モ ジ ュ ー ル に つ い て は 、 開 発 に 時 間 が か か り 、 社 会 調 査
と は 切 り 離 し て 進 め る こ と に な ろ う 。 社 会 調 査 で 使 用 す る 調 査 票 の 設 計 に 必 要 な 情 報 は PC
に よ ら な い 作 業 で 用 意 す る こ と に な る 。
(3) 論 文 等 の 主 要 な 出 版 物
斉 藤 友 則 ・ 木 庭 啓 介 ・ 酒 井 徹 朗 ・ 亀 田 佳 代 子 ・ 吉 岡 崇 仁 2002. コ ン ジ ョ イ ン ト 分 析 を 用 い
た 野 生 動 物 問 題 に 対 す る 仮 想 的 対 策 事 前 評 価 - 滋 賀 県 琵 琶 湖 に お け る カ ワ ウ 問 題 を
事 例 と し て 日 本 評 価 学 会 誌 ， 2: 79-90. 
吉 岡 崇 仁 2002. 環 境 評 価 に お け る 自 然 科 学 の 役 割 一 環 境 研 究 に お け る 自 然 科 学 と 人 文 ・ 社
会 学 の 融 合 へ の 提 言 . 岩 波 「 科 学 J ，  72: 940-948. 
Guo Z. ，  X. Xiao ，  Y. Gan and Y. Zheng. 2003. Landscape Planning for A  Rural Ecosystem: 
Case Study of A  Resettlement Area for Residents from Land Submerged by the Three 
Gorges Reservoir ，  China. Landscape Ecology，  Vo l. 18: 503-512. 
久 保 山 裕 史 ・ 鄭 躍 軍 ・ 岡 裕 泰 2003. 主 要 な 森 林 気 象 災 害 の 林 齢 別 被 害 率 の 推 定 と 考 察 . 日
本 林 学 会 誌 ， 85: 19 ト 198.
Koba ，  K. ，  M. Hirobe ，  L. Koyama ，  A. Kohzu ，  N. Tokuchi ，  K. J. Nadelhoffer ，  E. Wada and 
H. Takeda. 2003. Natural abundance of 15 N  in plants and soils of a  temperate 
coniferous forest. Ecosystems 6  (5): 457-469 
鄭 躍 軍 2003. 環 境 意 識 調 査 の 計 測 方 法 に よ る 非 標 本 誤 差 一 仮 想 評 価 法 (CVM) の 支 払 手 段 を
例 と し て ー . 日 本 行 動 計 量 学 ， 30( 1)， 135-148.
Zheng Y. and R. Yoshino. 2003. Diversity patterns of attitudes toward nature and 
environment in Japan，  USA，  and European nations. Behaviormetrika Vo l. 30 (1): 
21-37. 




吉岡崇仁 2003.地球環境変化のもとでの流域研究.陸水学雑誌， 64: 203-207. 
Osada， N.， R.Tateno， A.Mori andH. Takeda2004. Changes incrowndevelopmentpatterns 
and current-year shoot structure with light environment and tree height in Fagus 
crenata (Fagaceae). American Journal of Botany 91:1981-1989 
小津 恵・柴田英昭 2004.北海道北部における掻き起し施業が土壌養分環境に及ぼす影響.
北方林業 56(9):209-212. 
Shibata， H.， O.Sugawara， H.Toyoshima， S.M. Wondzell， F.Nakamura， T.Kasahara， 
F. J. Swanson and K. Sasa. 2004. Nitrogen dynamics in the hyporheic zone of a 
forested stream during a small storm， Hokkaido， Japan. Biogeochemistry， 
69:83-104. 
Tateno， R， Hishi， T. and Takeda， H. 2004. Above-and belowground biomass and net 
primary production in a cool-temperate deciduous forest in relation to 
topographical changes in soil nitrogen. Forest Ecology and Management 
193: 297-306. 
Zheng Y. 2004. A Vision for International Comparative Survey Research. In Kwansei 
Gakuin University (ed.) Proceedings of the Use of Cross-National Comparative 
Surveys， pp.123-138. 
Hishi， T.， M.Hirobe， R.Tateno and H. Takeda. 2004. Spatial and temporal patterns 
of water-extractable organic carbon (WEOC) of surface mineral soil in a cool 
temperate forest ecosystem. Soil Biology and Biochemistry， 36:1731-1737. 




Fujimaki， R.， R.Tateno， M.Hirobe， N.Tokuchi and H. Takeda. 2004. Fine root mass 
in relation to soil N supply in a cool temperate forest. Ecological Research 
19: 559-562. 
吉岡崇仁 2004.森林集水域の機能.水環境学会誌， 27:567. 
岡崎昭彦 2005.海外調査報告.社会経営学研究， 4:45-57. 
木村瑛美2005. 自然環境の改変をめぐる専門家と一般市民の対話システム構築に関する基
礎研究.京都大学総合人間学部卒業論文， pp.79. 
Konohira E.， J.Shindo and T. Yoshioka. 2005. Stream water chemistry in Japan. In: 
Nagoya Universi ty the 21st century COE program "Dynamics of the Sun-Earth-Li fe 
interactive system" editorial board (ed.)， Nagoya University the 21st century 
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2004，  pp.281 -290. 
Sekino，  T. and T. Yoshioka. 2005. Diagrammatic representation of environmental 
monitoring data. Korean Journal of Li mnology，  38:76-83. 
Yoshida，  T. ，  Y. Iga，  M. Ozawa，  M. Noguchi and H. Shibata. 2005. Factors influencing 
earlyvegetation establishment followinga soil-scarification in amixed forest 
of northern Japan. Canadian Journal of Forest Research、 35:175-188.
Ogawa，  A. ，  H. Sh i  ba ta，  K. Suzuki， M. 1. Mi tche 1 and Y. Ikegam i. (i n  press) 
Relationship of topography to surface water chemistry wi th particular focus on 
nitrogen and organic carbon solutes within a  forested watershed in Hokkaido，  
Japan. Hydrological Processes. 
大 川 智 船 2006. 環 境 改 変 に 関 す る 専 門 家 と 一 般 住 民 の 新 た な 対 話 シ ス テ ム の 開 発 を 目 指
し て . 三 重 大 学 人 文 学 部 卒 業 論 文 ， pp.77. 
坂 本 泰 彦 2006. 環 境 変 化 の 自 然 科 学 的 評 価 と 社 会 心 理 的 評 価 の 相 互 作 用 を 取 り 入 れ た 環
境 価 値 評 価 手 法 に 関 す る 基 礎 研 究 ー 朱 鞠 内 湖 周 辺 地 域 で の 関 心 事 と 調 査 を 通 し て ー .
京 都 大 学 総 合 人 間 学 部 卒 業 論 文 ， pp.36. 
[6J 今 後 の 活 動
( 1 ) 今 後 取 り 組 む こ と
1 ) 森 林 流 域 環 境 の 環 境 影 響 評 価 に つ な が る モ デ ル 群 の 提 案
応 答 予 測 モ デ ル を 深 化 さ せ る こ と に よ り 、 流 域 の 環 境 影 響 評 価 の た め の ひ な 形 と な る 生
態 ・ 物 質 循 環 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デ ル と し て 提 案 し た い 。
2) 環 境 の 質 と 環 境 意 識 の 関 係 を 明 ら か に す る 方 法 論 の 提 案
環 境 と 人 間 の 関 係 を 研 究 す る 諸 分 野 に 対 し て 、 方 法 論 を と り ま と め た マ ニ ュ ア ル 的 な 出
版 物 を 公 表 し た い 。
3) 流 域 環 境 に 関 す る 人 々 の 関 心 事 と 環 境 の 質 に 関 す る ケ ー ス ス タ デ ィ
お も に 一 般 市 民 を 対 象 と し て 、 セ ミ ナ ー な ど の 講 演 会 や 一 般 書 籍 と し て の 出 版
な ど を 通 し て 、 環 境 と 人 と の 関 係 の 将 来 像 構 築 に 向 け た 議 論 を 高 め た い 。
(2) 今 後 の 活 動 内 容
1 ) 当 初 計 画 ど お り 進 め ら れ る 活 動
本 研 究 2 年 目 で 予 定 し て い た 、 応 答 予 測 モ デ ル の 原 型 作 成 が ほ ぼ 終 了 し た の で 、 今 後 、
さ ま ざ ま な イ ン パ ク ト に 対 す る 環 境 変 化 の 程 度 を 把 握 し 、 シ ナ リ オ ア ン ケ ー ト に 応 用 で き
『 ， ，
ー
るシナリオ群を用意する。関心事調査については、今年度末までにおおよその解析が終了
する予定であり、抽出された主な関心事をもとに、インパクトの種類と規模を考案する予
定である。 3-4年次は、シナリオアンケートに主眼を置くことになっているが、応答予測
モデルの精織化を目指し、モデルの改良とインフットデータセットの蓄積を継続する。
2) 当初計画から変更される活動
前述の通り、応答予測モデルおよび変換モジュールの開発において変更・遅れがあるが、
全体的な研究活動自体には変更はない。
(3)研究遂行上の問題点と解決策
1)予算について
アンケートなどの社会調査には、従来以上の経費がかかる可能性がある。 4-5年次では、
予算の減額が見込まれているが、できる限り確保していただきたい。
2)意識調査対象の抽出について
選挙人名簿は閲覧が不可能となり、住民基本台帳の閲覧に関しても、学術調査であるこ
とを示すための事前準備には、今まで以上の時間と労力が必要になるであろう。個人情報
の保護に関する法律(平成 17年4月 l日施行)に沿った意識調査のあり方について議論し
ておく必要があるとともに、今後に備えて住民基本台帳に基づかない標本抽出手法の検討
も必要と考える。ライフスタイルや価値観の変化に伴い、アンケート調査の回収率は年々
低下する傾向にある。
(4) プロジェクト終了に向けた準備
後半 3年間に予定しているシナリオアンケート調査を十分に行えるように、応答予測班
とIDEA検討班の連携をより密にしていかなければならない。また、フォーカスグループセ
ッションや面接調査など、解析結果のバリデーションのための作業を柔軟にこなせる体制
を整えたい。プロジェクトの背景にある概念について検討する。とくに、環境の価値や環
境の認識について、環境経済学・環境倫理学・環境哲学等の概念をわかりやすく整理する
ことに取り組む。
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